
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

事業番号 05 03 03

事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

自治医科大学関連事業

自治医科大学関連事業自治医科大学関連事業

自治医科大学関連事業

担

当

課

部局 健康福祉部

課・局・室 医療推進課医師確保対策室

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail

doctor@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

6-1　健康で長生きできる地域づくり

３　医療従事者の養成・確保 実施期間 S47

学校法人自治医科大学設置規程

県民との協働による実施： 実施は困難

～

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

人口定着・

確かな暮

らし実現総

合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

（当初）

１．自治医科大学運営費負担金
直接

基本額127,000千円＋1,400千円×4名

（平成23,24,25,27年度3名合格のため加算）

132,600 132,600 132,600

○長野県出身の自治医科大学在学生15人（大学の県出身者定数及び過去の実績に基づき設定）

○県内で従事する義務年限医師16人（卒業者の勤務義務年限と卒業者数から設定）

（単位：千円）　

項目

実施方法

H28事業実績

H28

H29

（当初） （決算）

２．自治医科大学支援アドバイザー経費

直接 報酬、旅費 253 68 253

目指す姿

・自治医科大学の運営費を負担することで、長野県出身の卒業生が県内で従事することにより、本県の地域医療を支える医師の確保を図

る。

　成果目標：人口10万人当たり医療従事医師数　205人（H22）　⇒　230人（H29）　　参考　216.8人(H26)

現状

（予算編成

時）

　依然として厳しい医師不足の状況の中で、自治医科大学の卒業生が本県のへき地等の地域医療の担い手として活躍している。

成果目標・

事業内容

県が関与

する理由

目標 成果

達成状況

合計 132,853 132,668 132,853

項目

H26末 H27末

Ｈ28

H29

目標

成果目標の達成状況

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

28年度28年度

28年度 29年度

予

算

額

前年度繰越

当初予算

Aの

財源

132,853 132,853 132,853

132,750 132,668

132,853 132,853 132,853

－

合計（A) 132,853 132,853 132,853

補正予算

16

長野県出身自治医

科大在学生

15 15 16 達成

達成 －

0 0 0

23

人口10万人当たり

医師数

県内で従事してい

る義務年限医師数

-

230人

(H29)

-

230人

(H29)

18 16 16

216.8人

5,540 5,540

0.70 0.70 0.70

5,793

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

引き続き、地域医療を担う意欲のある学生を確保することで、将来県内において地域医療を支える医師の確保を図っていく。

 概算事業費（B（A）+C）

138,543 138,208 138,393

目標に対

する成果

の状況

本県の地域医療を支える自治医科大学卒業医師について、一定数確保でき、地域医療の維持確保を図ることができた。

概　算

人件費


